
据付、運転前及びト ラ ブル発生の際には、本取扱説明書を 必

ずお読みく ださ い。 熟読さ れた 後はご 使用者がいつで も

確認でき る 場所に保管し て く ださ い。

アルフィ
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第1章　 安全上の指示

設置、運転、サービス及び保守の前には、この説明書を

よく 読み、 諸注意に従わなければなりません。

指示に従わない場合は、重大事故を招く 恐れがあります。

このクリーニングユニット には、 高速で回転する遠心分離機が組み込まれています。

誤った運転及び保守は、 重大な損傷及び（ または） 人身事故を招く ことがあります。

以下の安全上の基本的指示を適用します：

・

・ 据付、 運転及び保守については、 取扱説明書の記載を厳密に遵守すること。

・ 作業員は適格者とし、保守及び運転についての十分な知識を備えた人物とすること。

・

安全上の指示

STOP

分離機は、 規定する目的及びパラメータ(運転の諸条件)においてのみ用いること。

純正スペアパーツ及び供給される特殊工具以外使用しないこと。



5

STOP!

破壊の危険

・ 激しい振動が発生した時は、 直ちに分離機を停止すること。

巻き込みの危険

警告表示

・

・ 不測の起動を回避するため、 分解作業の前には電源を切ってく ださい。

安全上の指示

危 険

警 告

分離機内部の回転パーツが完全に停止したことを確認してから、 クリー
ニングユニット の移動または分解作業を開始してく ださい。

据付、 運転及び保守の実施前には、
説明書をお読みく ださい。

点検時期にご注意く ださい。

厳密に取扱説明書の記載に従わないと
、 重大な人身事故も起こり得ます。

警告表示ラベルは、 クリニ－ングユ
ニット に貼られてます。
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第2章　 用　 途

第3章　 主要部分の説明

本ユニット は、 以下の部分で構成されています。

1. 制御ユニット

クリーニングユニット の起動と停止用です。

クリーニングユニット が作動している時には緑色の制御ランプが点灯します。

ユニット にはサーキット ブレーカーが取り付けられています。 ヒューズが飛んだ

場合には30秒後に自動的にリセット されます。

2. ハンドル

ユニット を持ち上げる時を除き、ハンドルはメンテナンス作業中にはスタンドとし

て使用することが可能です。

3. クリーニングユニット （ 分離機とモーター）

クーラント からト ランプオイルと固形物の除去を行います。

4. 分離したト ランプオイル用出口ホースまたはパイプで集液タンクに繋ぐものです。

5. クーラント 用タンク

6. クリーニングしたクーラント 用出口ホース

3本のホースをタンクに取り付け、クリーニングユニット 入口がタンク表面にある

内部循環口に繋がるようにします。

7. サクショ ン・ デバイス（ べローズ）

べローズつまりサクショ ンの高さを正しい位置に保つために、べローズには浮き輪

がその上部に取り付けられています。

8. 取り付け板

取り付け板には（ タンク上部についている） 4個の機体支持台（ 10） とケーブル支

持台（ 11） が固定されています。

用　 途

℃本ユニット は、 +15～+50 の範囲内の温度での液体から固形分やオイルを除去するこ
とに使用が限定されます。
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9. 機体

機体の高さ はタ ン ク 内のク ーラ ン ト の最高値に応じ て調節する こ と が必要です。

こ れについては31頁の「 10.3 タ ンク 内での機体の高さ 調節」 の説明を 参照し てく だ

さ い。

10. 機体支持台

洗浄ユニッ ト を タ ンク 内の適切な高さ に設置するために、みぞの付いた 4本の支持

台が付属し ています。

11. ケーブル支持台

安全のため支持台と ソ ケッ ト 間の電線の長さ は約40cmに保つこ と 。分離機モータ ー

を 電源に接続する のはこ れが機体に固定さ れている場合に限り ます。

主要部分の説明
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第 4 章　 ク リ ーニングユニッ ト の動作原理

ク リ ーニン グユニッ ト はク ーラ ン ト タ ン ク 内で 適切な 高さ に置く 必要があり ま す。

（ 10 頁の第 5 章 「 運転方法」 で説明し ています。）

汚れたク ーラ ント はべロ ーズ（ 6） 上部を常に流れて A に流入し ます。 入口チュ ーブの

３ つのウィ ン グ（ 4） が受け入れて分離機のボウル（ 2） と 同じ 速度でこ れを 回転さ せま

す。円錐形の入口チュ ーブ（ 上部が広く なっ ている） により 遠心力の影響で液体が上昇

し ます。 する と 液体はボウル底部にある入口チャ ンネル（ 3） を 経由し てボウルに流入

し ます。

ボウルスピン ド ル（ 8） は電動モータ ー（ 7） で直接回さ れて、 ボウルは高速で回転し 遠

心力を 生み出し ます。液体がボウルと 一緒に回転するのでク ーラ ント (重い部分)と 固形

粒子はボウルの周辺に移動し ます。 粒子はボウル壁に堆積し 、 ク リ ーニン グし たク ー

ラ ント はチャ ンネル（ 10） に経由し てフ レーム（ 10） に流入し ます。 ク ーラ ント は最後

にク リ ーニン グユニッ ト から（ B） 地点で流出し ます。 ボウル内のディ スク（ 9） は分離

工程中のク リ ーニン グ効率を 高めます。

ト ラ ン プオイ ル（ 軽い部分） はボウル中央部に集めら れて、ボウル上部を 経由し て別の

集液タ ンク に流入し ます。

入口回転チュ ーブ（ 4） は静止フ レ ーム（ 11） に対し てメ カ ニカ ル軸シール（ 13） で密

封さ れています。

べローズ上部の位置が高すぎる（ ク ーラ ント がべローズに流入し ない） 場合には15g 又

は 30g の重量調節リ ング（ 12） を べローズに取り 付けるこ と が可能です。 リ ングは出来

る だけ高い位置に取り 付けるこ と が必要です。 説明図を 参照し て下さ い。

ク リ ーニン グユニッ ト の動作原理

A. ク ーラ ン ト 入口

B. ク リ ーニン グク ーラ ン ト 出口

C. ト ラ ン プオイ ルの集液タ ン ク への出口

1. 粒子（ 沈殿物）

2. ボウル

3. 入口チュ ーブ から ディ スク スタ ッ ク

へのチャ ン ネル

4. 入口チュ ーブ のウィ ン グ

5. タ ン ク 内の表面

6. べロ ーズ

7. 電動モータ ー

8. ボウルスピ ン ド ル

9. 円錐ディ スク

10. ボウルから 出口へのチャ ン ネル

11. フ レ ーム

12. 重量調節リ ン グ

13. 軸封
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ク リ ーニン ユニッ ト の動作原理
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第 5 章　 運転方法

5.1  起動の前に

1. ク ーラ ン ト タ ンク 内のレ ベルを最大にする為には(も し 望むなら )ク ーラ ント の循環

を 停止さ せます。

2. タ ン ク 内のレ ベルがべローズの作業が可能な範囲にある かを 点検し ます。 31 頁の

「 10.3 タ ンク 内での機体の高さ 調節」 の説明を 参照し て下さ い。

3. べローズ（ 7） が液体の中で上下に自由に移動可能かを点検し ます。

4. ト ラ ン プオイ ル出口（ 4） がし っ かり と 容器などに接続さ れているかを 点検し ます。

5. ユニッ ト が電源に接続し ているかを 点検し ます。

5.2 起 動

1. 手動制御ユニッ ト の黒いボタ ンを 押し て

ク リ ーニングユニッ ト を 始動さ せます。

制御ユニッ ト の緑色ラ ン プが点灯し ます。

警　 告

破壊の危険

起動時、分離機が危険速度を 通過すると き 、振動が短時間発生する こ と があり ま

す。 こ のよ う な振動は問題なく 、 そのまま収まり 危険はあり ません。 振動が非常

に激し い場合や、最高速度になっ ても その状態が継続するよう なら 、直ちに分離

機を 停止し てく ださ い。13 頁の第6 章「 ト ラ ブルシュ ーティ ン グ」 を 参照し て

異常の原因を 調べてく ださ い。

運転方法
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運転方法

1. 制御ユニッ ト

2. ハン ド ル

3. ク リ ーニン グユニッ ト

4. ト ラ ン プ オイ ル用出口ホース又は

パイ プ

5. ク ーラ ン ト 用タ ン ク

6. ク リ ー ニ ン グ し た ク ー ラ ン ト 用

出口ホース

7. サク ショ ン ・ デバイ ス(べロ ーズ)

8. 取り 付け板

9. 機体

10. 機体支持台

11. ケーブ ル支持台

2. モータ ーが正し い方向に回転し ているかを点検し ます。（ ユニッ ト を取り 外し た時や

／或いは別の電源に接続する場合に必要と さ れるこ と があり ます。）モータ ー上部や

／或いはモータ ー板上にフ ァ ンカ バーがあり ますが、こ の上に取り 付けら れている

矢印の方向と 比較し て下さ い。

3. 分離作業が開始さ れた時には、 べローズの上部表面（ フ ロ ーティ ング・ リ ング） が

タ ンク の表面のち ょ う ど下になるよ う な位置にあり 、表面の層がべローズに吸い込

まれる よう になっ ている かを確認し ます。こ のセッ ティ ングは通常自動的に行われ

ます。べローズの位置が高すぎると 調整リ ン グを取り 付ける必要が出てく る可能性

があり ます。 詳細については 9 頁の説明図ポイ ント 12 を 参照し て下さ い。

4. ク リ ーニングユニッ ト から 出るク リ ーニングさ れたク ーラ ント の流れが、べローズ

へのタ ンク 表層の吸い込みを妨害し ていないかを点検し ます。そう でない場合には

タ ンク 底にある出口ホースの位置を 動かし ます。出口ホースの部品全部が表面よ り

下に位置し ている か、望めるなら バンク 底になるべく 近い位置にあるかどう かを 確

認し ます。
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5. 3　 操作

1. クリーニングユニット が正しい運転状態にあるかを点検します。（ クリーニングされ

た液体は出口ホースから流出することが必要です。）

2. タンクのレベルはべローズの上部分より下にならないようにします。 さもないと

クリーニングユニット は液体流なしに運転することになります。 その場合には11

頁のポイント 3を参照して下さい。

液体のタンク内での高さは、 清浄ユニット の最低位置に在る時には最低100mm

必要です。（ 液体の出口がタンク底部を押しこむ。）

5. 4　 停止

1. 手動制御ユニット の赤色ボタンを押します。

2. 分離機の回転部分が完全に静止するまで待つこと。

これは最大2分間かかります。

（ モーター上部のファンウィ ールを見ると確認出来る。）

その後ボウル内の液体は重力により排出されクーラント

タンクに戻ります。

クリーニングユニット のクリーニング方法については

15頁の「 7. 1  洗浄」 で説明しています。

運転方法
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警　 告

破壊の危険

激し い振動が発生し た時は、 直ち に分離機を 停止さ せるこ と 。

第 6 章　 ト ラ ブルシュ ーティ ング

6.1 ク リ ーニングユニッ ト が振動する。

6.2 ク リ ーニングユニッ ト が起動し ない。

6.3　 ト ラ ンプオイ ル出口を 通じ てし か流入し ない。

ト ラ ブルシュ ーティ ン グ

原    因 対    策

以下の理由によ り ボウルのバラ ンスが
崩れます。

●  ク リ ーニングが不十分か不適切 分解し て分離ボウルを ク リ ーニングし
ます。

●  不適切な組み立て 分離機の組み立てを 正し く 行う こ と 。

原    因 対    策

ボウル周辺が沈殿物で一杯と なる。 分離機ボウルと ディ スク スタ ッ ク を
ク リ ーニン グし ます。

原    因 対    策

電源接続が無い /不適切 メ イ ンスイ ッ チ・ ヒ ュ ーズ、 電源線、
手動制御ユニッ ト を 点検し ます。

ク リ ーニン グ後の組み立てが不適切。 適切な道具を 使っ てモータ ーフ ァ ン を
ボウルと モータ ーシャ フ ト が自由に 回転さ せます。 も し 抵抗がある 場合には
回転でき ない。 分解し て点検し ます。

モータ ーの故障 弊社に御連絡く ださ い。
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6.4 ク リ ーニングユニッ ト の停止

6.5 クリ ーニングさ れたク ーラ ント 用出口かト ランプオイル
用出口から排出が行われない。

6.6　 分離結果が不十分

ト ラ ブルシュ ーティ ン グ

原    因 対    策

不適切な組み立てによる オーバーロード ボウル組み立てを 点検。

モータ ー欠陥 弊社に御連絡く ださ い。

手動制御ユニッ ト 内のモータ ー・ ユニッ ト を再起動さ せます。 ショ ート で
サーキッ ト ・ ブレ ーカ ーが高すぎる電流 ない場合には 30 秒後に可能。 高すぎる
やショ ート によ り ト リ ッ プし た。 電流は低すぎる電圧に原因がある場合が

あり ます。

原    因 対    策

出口ホースがタ ン ク 内で高すぎる 位置に ホース位置を 低く し ます。
ある 。 10 頁のポイ ン ト 4 を 参照し て下さ い。

分離機ディ スク スタ ッ ク または入口 分離機ボウル、 ディ スク スタ ッ ク 、
チュ ーブが詰まっ ている 。 入口チュ ーブを 清掃し ます。

原    因 対    策

ク ーラ ント タ ン ク にある サク ショ ン 高さ を 調節する 。
部品（ べローズ） の位置が高すぎる か、 10 頁のポイ ン ト ３ を 参照し て下さ い。
低すぎる。

分離機ディ スク スタ ッ ク が詰まっ ている。 分離機ボウル、 ディ スク スタ ッ ク 、
入口チュ ーブを 清掃し ます。

誤っ た回転方向。 電源接続を 適切に行います。
12 頁の 5.4 のポイ ント 2 を 参照し て下さ い。 (２ 相を シフ ト する)



15

第 7 章　 保  守

7.1　 洗浄

分離機のボウル内と チュ ーブの内側に集めら れた

分離後の沈澱物は、洗浄中手作業で除去する必要

があり ます。 洗浄間隔は、 ク ーラ ント の流量や沈

澱物の量に依存し ます。初めてのク リ ーニングで

は、 一日に一回ボウルを 開放し 、 必要な洗浄間隔

を 判断し ます。 固形分の層が 10mm 以上になる前

にボウルを 洗浄し なければなり ません。さ も なけ

ればボウル内のク リ ーニング液出口が固形分で覆

われてし まう こ と になり ます。

作業の方法は、 17 頁の「 7.2.2　 ボウルの洗浄」 を

参照し て下さ い。

警　 告

巻き 込みの危険

電源のスイ ッ チを 切り 、 回転部分が完全に停止し たのを 確認し てから 、 分解

作業を 開始し ます。

注 意

pH 値が 6 以下または 9 以上の洗剤は金属表面を傷める恐れがあるため、 絶対に

使っ てはいけません。

保　 守

A. 最大厚さ ＝ 10mm

1. 沈澱物

2. ボウル壁
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7.2　 ク リ ーニングユニッ ト の分解方法

7.2.1　 序 文

次頁以降では、 ク リ ーニングユニッ ト の各種パーツ の分解、洗浄、 交換及び組立に関す

る 手順を 図で説明し ています。

図には、 必要な作業を示す記号が含まれています。 記号の意味を 以下に示し ます。

取り 外す。
時計回り 方向

に回す。

押すか矢印

方向に移動。
洗浄

取り 付け、

挿入。
反時計回り

方向に回す。
点検、 確認。 安全注意

保　 守

次頁にある図の説明

図 4:

分離機を 分解する 前に回転する 部分が完全に停止

するまで待つこ と 。 モータ ーフ ァ ンのカ バーを 通

し て確認し て下さ い。

図 6:

入口チュ ーブの密封し た表面を 傷つけないよ う に

注意し て下さ い。
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7.2.2　 ボウルの洗浄

分 解

保　 守

※ 前頁の説明を 参照し て下さ い。
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次頁にある図の説明

図 16:

ボウルウォ ールを 取り 付けると き 、ボウルボト

ム上に取り 付けら れた O-リ ン グから の抵抗に

対し「 カ チッ 」 と 音がするまで両手でし っ かり

と 押し 込んで下さ い。

図 18:

手の力だけで締め付けて下さ い。 パーツの組立時は締め付けすぎに注意し て下さ い。

保　 守
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組 立

保　 守

※ 前頁の説明を 参照し て下さ い。
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第 8 章　 参考技術資料

8. 1　 製品仕様／技術データ

機　 種　 名 ： Al f i e200（ ク ーラ ント 用ク リ ーニングユニッ ト ）

用　 途 ： 水を 主成分と する以下の仕様によるク ーラ ン ト から 固形分及び

ト ラ ン プオイ ルを除去するためにのみ用いる 。

プロ セス媒体 ： ク ーラ ント

pH 値 ： 6 ～ 9. 5

供給温度 ： ＋ 15℃ ～ 50℃

周囲最高温度 ： ＋ 55℃

べロ ーズ可動範囲 ： 100mm

（ タ ン ク レ ベルの最大変動幅）

処理能力量 ： 最大タ ンク レ ベル、 50/60Hz ： 270/310リ ッ ト ル /時間

平均、 50/60Hz ： 230/270リ ッ ト ル /時間

ボウル容量 ： 総容量 ： 1. 1リ ッ ト ル

スラ ッ ジ容量 ： 0. 325リ ッ ト ル

モータ ー ： エン ク ロージャ ーク ラ ス ： I P 54

推奨ヒ ュ ーズ ： 10A

        V Hz kW   A

50/60200 / 3 相 0. 25 1. 30

参考技術資料
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始 動 ／ 停 止 ： 起動時間 ： 最大30秒

停止時間 ： 100～120秒

重　 　 量 ： 完全ユニット ： 14 kg

（ 手動制御ユニット とホースを除く ）

引き上げ ： 10 kg

（ 分離機ボウルなどをクリーニング

する際）

音 ： 音圧/不確実性 ： 55/3 dB(A)

音出力／不確実性 ： 6. 9/0. 3 Bel (A)

寸　 　 法 ： 27頁の第10章「 組み立て」 を参照して下さい。

参考技術知資料

指示書および一般規格に従い設計

98/37/EC 機械指示書

EN12547 遠心分離機－一般安全要件

73/23/EEC 低電圧指示書
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技術データ

8. 4　 接続図　 200V,  -50/60 Hz

スターター

4極コネクタ

モーター

配線
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品目番号 パーツ 番号 名    称

A-6 O-リ ング

B-1

B-6

566982-02

226406-99

566026-01
566344-01
567272-01
566370-01
566857-80

軸封キッ ト

B-1 入口コ ーン
B-2 ウェ アリ ング
B-3 ナッ ト
B-4 Oリ ング FEP コ ーティ ング
B-5 シールリ ングホールダー 完成品

1

2 569338-01 電動モータ ー 200V
554603-08 モータ ーサービス・ キッ ト ( ベアリ ング、 フ ァ ンなど）

3 566476-01 ねじ
4 566355-80 ハンド ル、 完成品
5 566212-01 コ レク ショ ンリ ング（ ラ イ ト フ ェ イ ズ）
6 - ボウル、 27 頁参照
7 566095-01 スク リ ーン
8 568761-01 O- リ ング
9 566464-80 スタ ッ ド 付き フ ラ ンジ
10 566368-01 ねじ 込み式ブッ シュ
11 566693-01 ブラケッ ト
12 566683-80 アングル・ ニー
13 566738-01 ねじ
14 566156-01 ハウジング（ 機体）

15
567047-01 重量調節リ ング( 30g) : 1P　
567047-02 重量調節リ ング( 15g) : 1P　

16 566534-80 フ ローティ ング・ リ ング付きべローズ
17 566858-01 ばね
18 566296-01 底板
19 566427-80 出口フ ラ ンジ、 完成品
20 221891-12 ロッ ク ナッ ト
21 566758-01 ホース・ カ ッ プリ ング

22 566447-02 起動ユニッ ト 200V

23 567720-01 コ レク ティ ングカバー

スペアパーツ

第 9 章　 スペアパーツ

9. 1　 機体、 作動デバイ ス、 起動ユニッ ト

～

モ－タ －ケ－ブルセッ ト 一式 200V
200Vコ ンセント ゴムキャ ッ プ

569318-80
000200-01J
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スペアパーツ



25

9. 2　 分離機

スペアパーツ

品目番号 パーツ 番号 名    称

A 566982-01 O- リ ングキッ ト
A-1 546198-29
A-2 223403-55
A-3 223406-93
A-4 260104-93
A-5 260104-66
A-6 223406-99　 　 　 　 　

B

C

554603-03

553983-01
ボウルディ スク セッ ト
ボウルディ スク

1 553929-02 ロッ ク ナッ ト
2  - 入口コ ーン（ 23 頁の B １ 位置参照）
3 553982-02 ボウル壁
4 553922-01 ねじ
5 553914-01 ワッ シャ ー
6 553944-02 ロッ ド
7 558677-80 入口 /出口コ ーン
8 553921-02 ボウルディ スク 用ピン
9 560480-01 底部ディ スク
10 553917-81 ボウル底部　 完成品
11 223403-29 O- リ ング
12 553913-01 ディ フ レク タ ーリ ング
13 553911-01 シリ ンダーピン
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スペアパーツ

１０

１１

１２

Ａ５

B
C

7

8

9
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第 10 章 組み立て

10. 1　 組み立て前点検

Al f i e200 ク リ ーニングユニッ ト の組み立てを す

る前に、以下に示さ れる 寸法を 点検する必要が

あり ます。

A. 520 mm

（ モータ ーを 含む分離機の高さ ）

B. 750 mm

（ タ ン ク 上部に必要な最小の遊休空間）

C. 200 mm （ タ ン ク の最低限深さ ）

D. φ 260 － 300 mm （ タ ン ク 上部の開き ）

E. 360 mm （ 最小直径／タ ン ク 幅）

1. 電動モータ ー

2. 分離機

3. ハウジン グ（ 機体）

4. べロ ーズ

図は外側寸法と 取り 付け板上のねじ 穴中心

相互間の距離を示し ます。

組み立て

34
0

3
60

4-φ6.5取付穴
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10. 2 機体の組み立て

1. 前の頁で示さ れた寸法が満たさ れているか

を 点検し ます。

2. 取り 付け板（ 3） をタ ンク の上部に取り 付

けます。引渡し 時にはアングル・ ニー（ 2）

と 支持台（ 1） が A 図の様に固定さ れてい

ます。（ 図参照） アングル・ ニーを 液面が

ベロ－ズ可動範囲100mmに入る 様に設定し

ます。

3. 機体にニーを 取り 付けます。

前頁及び次頁の図表を 参照し て下さ い。

機体高さ の調節については次頁を参照し て

下さ い。

A B

1. 支持台

2. アン グル・ ニー

3. 取り 付け台

4. タ ン ク

5. タ ン ク 内の最高レ ベル

組み立て

ア ン グル・ ニーの位置はタ ン ク 上部と タ
ン ク 最高レ ベル間の距離によ っ て決まり
ま す。 距離が90mm以下の際に は機体を
取り 外し 、 アン グル・ ニーを 図表Bで 示
し たよ う に取り 付けます。 それ以外は図
表Aのよう にし ます。
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10. 3　 タンク内での機体の高さ調節

注 意

高さを点検する時にはクーラント 表面がべ

ローズの上に来ているかを確認します。

推奨した高さ150mm は最低の高さです。もし

この数字がこれより低いとべローズ上部が

タンク内のクーラント 表面より深すぎること
になります。
タンクが浅い場合には（ 200mm 未満） 勿論こ
の数字は大きく なります。 寸法が大きいと

100mmm のべローズの容量（ 可動範囲） が減

少します。

1. タンク内での高さは運転中起こる可能性がある

最高の位置にあることを確認します。

2. 機体を下げてクーラント に入れます。

3. べローズを押し下げてクーラントが機内に流入

するようにします。

4. 高さ（ H） を調整して機体内のレベルがノッチ

（ A） に対応するようにします。 高さは 150mm

となります。

5. 6頁のポイント ６に説明したとおり出口ホースを取り付けます。

6. 19頁の「 組み立て」の図19～21に示したように分離機にモーターを取り付けます。

組み立て

注 意

タンクにレベルスイッチが付いている場合には、その高さをべローズ頭部の最低

レベルに対応するように調節します。
スイッチが作動してタンクが液体で満たされた時に、分離機モーターが停止する
ような方法でスイッチを接続します。



No. 0912-1PDF 取説200

■ 環境機器部
　 東大阪市西石切町3丁目3-39 　 〒579-8013
　 TEL. 072（ 982）8071（ 代）  　  FAX. 072（ 987）1748

高 品 位 合 衆 国

C

ER
TIFIED

M
A
N
AG EMENT SY

S
T
E
M

ISO 9001

JQA-QM3913
Ｆ Ａ 機器部

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

TEL. 072( 982) 2312( 代)   FAX. 072( 980) 2231

TTE. 048( 252) 1323( 代)   FAX. 048( 256) 2586 

TEL. 022( 382) 0222( 代)   FAX. 022( 382) 0255 

TEL. 0276( 30) 5511( 代)   FAX. 0276( 30) 5811 

TEL. 046( 204) 0055( 代)   FAX. 046( 204) 0022

TEL. 0263( 40) 1818( 代)   FAX. 0263( 40) 1811 

TEL. 052( 871) 8601( 代)   FAX. 052( 871) 8607

TEL. 054( 654) 7001( 代)   FAX. 054( 654) 7511 

TEL. 076( 292) 1002( 代)   FAX. 076( 292) 1306 

TEL. 06( 6747) 7558( 代)   FAX. 06( 6746) 1726 

TEL. 086( 245) 2981( 代)   FAX. 086( 245) 8046 

TEL. 082( 420) 6333( 代)   FAX. 082( 420) 6222 

TEL. 092( 451) 1833( 代)   FAX. 092( 451) 1877 

TEL. 0729( 82) 8277( 代)   FAX. 0729( 82) 8370

東大阪市西石切町3丁目3-39

埼玉県川 口市南 町1丁目2- 7

宮 城 県 名 取 市 田 高 3 2 7 - 2

群 馬 県 太 田 市 南 矢 島 町 8 2 5 - 1

神奈川県厚木市山際北原885-2

長 野 県 松 本 市 島 立 9 8 7 - 7

名古屋市中区金山5丁目2-33 

静岡県静岡市駿河区緑が丘町5-19

石 川 県 金 沢 市 玉 鉾 3 丁 目 1 8

東 大 阪 市 本 庄 中 2 丁 目 2 - 2 6

岡山 県 岡 山 市 北 区辰 巳2 2 - 1 15

広 島 県 東 広 島 市 三 永 2 - 5 - 1 4

福岡県福岡市博多区板付1-3-14

東 大 阪 市 宝 町 5 - 2  

本  社           

東 部 支 店

仙台 営業 所

北関東営業所

南関東営業所

長野 営業 所 

中 部 支 店

静岡 営業 所

北陸 営業 所 

西 部 支 店

岡山 営業 所

広島 営業 所

九州 営業 所

海外営業本部

〒579-8013

〒332-0026 

〒981-1221 

〒373-0861 

〒243-0803

〒390-0852 

〒460-0022

〒422-8052 

〒921-8002 

〒578-0957 

〒700-0976 

〒739-0026 

〒812-0888 

〒579-8025


